
甑島湖沼群具池における昇温期 を中心 とする
水温変化の特性

1.はじめに

鹿児島県上甑島にある甑島湖沼群と呼ばれ

る四つの湖は､1930年前半から湖沼学的な研

究の対象となってきた｡これらの湖は今から

5000年ほど前の縄文海進最盛期以降の海退

に伴って､入 り江の湾口部が砂州によって閉

塞され形成された潟湖である｡その湖水の水

質の状態は現在かなり異なってお り､最も北

西側に位置する海鼠池 (最大水深 22.6m)は

四湖のうちもっとも海水に近く､鍬崎池 (最

大水深5.9m)は淡水化されてお り海水の60%

程度の濃度を示す｡須 口池 (最大水深0.4m)

は人為的な流入口が設けられているため､湿

地化が進行 している｡

調査対象とした貝池 (最大水深 11.5m)は

上部層が淡水に近く､深水層が海水に近い性

質をもってお り､そのため上部層のみ循環す

る部分循環湖である｡砂州 (構成物質は主に

レキであるので ｢レキ層｣とも言われる)で

海 と隔てられているため､湖水位が潮汐の影

響をうけ変化する｡部分循環湖の性質から､

上部層にのみ溶存酸素が存在し下部層になる

につれそれはなくなり､代わりに硫化水素が

発生している｡また水温成層の発達する時期

には､深度約 3m付近が表水層より高温を示

す､いわゆる ｢中温層｣が生じることが知ら

れている｡また､深度 5mから6m付近の躍層

下部 にバ クテ リア ･プ レー トが存在 し､

Chromatiumsp.およびMacromonassp.と

いう2種類の光合成細菌のために湖水がピン

ク色～赤色を呈していることでも知られてい

る｡

本論では主に貝池を中心として､汽水湖の

水温成層の状態とその循環の湖沼学的な特徴

について､鉛直方向の複数の深度における水
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温の長期連続観測によって得られたデータか

ら考察することを試みた｡貝池は､前述のよ

うに2層構造をもつ部分循環湖であり､一般

に存在する淡水湖とは異なる興味深い現象す

なわち表層より下部にある水塊の方が水温が

高い中温層が存在すること､従来の湖沼の水

温研究はサーミスター温度計による ｢点｣に

おける観測が主なものであり､ひと月毎の観

測で湖の水温の変化を論 じてきた｡しかしな

がら､湖内部の水の挙動は気象及びその他の

要因の影響を受け日々刻々と変化しているも

のと思われる｡今回自記記録水温計をもちい

て､複数の点における長期の観測をおこなう

ことで､昇温期を中心に水温成層が形成され

る過程また水温下降期において､水温成層が

崩され循環が始まる過程の特徴をより詳細に

とらえ考察するものである｡

2.研究方法

1997年5月24日～27日に現地にて､貝池

の任意の3点 (湖心部 10m付近 2点および陸

側6m付近1点)において､表層(0.4m～1.1m)､

中温層を含み水温が変化 している躍層の上部

層(約3m)･中部層(約4m)･下部層(約5m)お

よび深層の5つの深度においてそれぞれ自記

記録水温計 (アメ リカ､オンセ ッ トコン

ピューター社製)を設置 した｡貝池はその北

西端で海鼠池と隣接 してお り､両者は流路を

通じて湖水の交流がある｡観測点の決定に関

しては､湖心を中心として､海側と山側を予

定していたが､海側の湖盆の急傾斜な勾配で

湖岸線を形成 しており､同程度の深度で観測

をすることが困難であったため､湖心付近に

2点設けることにした｡

水温計の設置方法は､伸縮性の少ないロー

プ2本のうち一方に重 りと浮きを取り付け観



測地点に沈めた.もう一方に水温計を深度毎

に取り付け､このロープにもやや軽めの重 り

と浮きを取 り付け､先に沈めた方のロープに

沿わせるように下ろした｡観測間隔は30分で

行い､1997年5月26日～11月27日の期間､

連続観測を行い､8月30日及び11月27日に

データ回収を行った｡

3.水温変化の特徴

約6ケ月間の連続観測において､いずれの

点においても見られた特徴としては､①表水

屑の水温は気温の変化に伴って目変化するこ

と､②水温が急激に低下する現象が9月中旬

および10月下旬の 2度見られたこと､③水温

の低下が生じる直前にそれまでには見られな

かった微細な水温の変動が見られたこと､④

水温が急激に低下するとき､表水層の水温の

日変化が消失 したこと､などがあげられる｡

また山側の観測点においては急激に上昇する

現象が8月初旬に見られたが､この原因につ

いては不明である｡また③の､水温が急激に

低下する現象の以前にみられた躍層 3層にお

けるそれまでの水温の変化より微細な揺れ

は､それぞれの観測点で､ほとんど同時に生

じていた｡このことから､水温が低下する現

象は湖内部で同じようなメカニズムで起こっ

ているのではないかと考えられる｡

この微細な揺れは､湖水の上下運動すなわ

ち内部静振であると考えられる｡従来の方

法､すなわち湖内部を2層構造ととらえ､貝

お茶の水地理 第39号 1998年

池の長径 1=0.69kmとし､先程求めた平均水

深 5.099mを用い､hl=2.099m､h2=3m

と設定し､密度 dl､d2を求めた｡このと

きh2は表層Omから境界面までの深度､ h

lは境界面から平均水深までの深度 とした｡

貝池の湖水の密度は1995年に現地にて測定

した結果を用いた｡その結果､周期は約 1時

間 14分となった｡

表水屑の水温変化には気温の日変化及び潮

汐の影響が見られるが､これらの周期的な要

素を取 り除くために､24時間の移動平均を計

算 した結果によると､周期的な要素を排除し

た後にも明瞭な周期が見られるが､これは湖

がもつ固有の振動､すなわち表面静振である

と思われる｡表面静振の周期は以下の方法で

求められる｡1:湖の長径 ､g:重力加速度､h:

平均水深とする｡貝池は､1=690m､容積770

×m3および湖面籍0.151km2から平均水深hを

求めると､(770×103m3)÷(0.151km2)

=5.099m､g=0.98m/S2とすると､周期

T=617.34sec =10.29minとなる｡

4.まとめ

従来の観測では気象条件などに伴って連続

的に季節変化 していくものと思われたが､今

回の連続水温観測の結果から湖の水温の成層

状態の発達は､必ずしも連続的な変化をして

いるわけではなく､不連続な変化が生じてい

ると思われる｡また内部静振が不連続な変化

の契機 となっていると思われる｡
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